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概ね順調

　農業所得については政策支援単価の削減や市況の影響による農畜産物の販売
単価の下落によって、微減の状況になってはいるが、振興作物への転換や担い手
への農地の集積、生産基盤の整備は順調に進んでいる。
　一方、中山間地域等耕作条件不利地の農地集積の推進が必要である。
　木材は市内や近隣において需要が増加していることから、素材生産量が増加して
おり、今後、素材生産から多様な木材利用を進めるうえで森林経営計画の策定を進
めるとともに、Ａ材（建築用材）の需要拡大が必要である。また、市民が参加し木材
や森林の多様性に関心を高める森林づくりの情報発信など、森林に対する意識の
醸成を図っていく必要がある。
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　花巻市の農業産出額の過半を占める米の所得が米価下落により減少していることにより、目標値に達していない。
　新たな農業・農村政策として経営所得安定対策の見直しにより、米の直接支払交付金の単価が半減（平成26年産よ
り10アール当たり15,000円が7,500円に減少。）したことも農業所得の減少の一因となっている。

№ 施策名 成果指標名
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農業を営むことによって
利益を生み出しているこ
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政策主管
課長名

菅原　浩孝

政策の方針

　就業者の減少やグローバル化による影響が懸念される中、農林業が持続していくためには、農林業に携わる人が安定した
所得を確保することが必要です。
　そのために、収益性の高い農畜産物など農業生産の支援を行うとともに、担い手となる後継者の育成、生産基盤や施設の
整備による生産性や作業効率の向上に取り組みます。また、地元産の木材が建築材等として利用されるための供給体制の
構築、森林の健全な育成に取り組みます。
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５　政策を構成する施策一覧

Ｈ27 D

[課題]
・市民自らが木材や山林に触れ親しみ、森林の持つ多様性に関心を高めるイベントの企画や各地域で行っている森づくりの情報が少な
いことから、市民全体の割合から見れば参加者が少ない状況となっている。
・松くい虫対策は先端地域が北上したことから、国の予算が大幅に減額となっていることから、選択と集中による駆除と官民一体となった
取り組みが必要となっている。

[今後の方向性]
・水源地視察や木工教室に参加した住民は「また機会があれば参加したい」という意見が多く、市民が自ら取り組む「森林体験事業やシンポジウム」等に
支援するとともに、コミュニティー単位で行っている森づくりイベント等の情報も広く発信し、森林に対する意識の醸成を図っていく。
・市内の先端地域である大迫地区を集中的に駆除するとともに、バイオマス燃料としての活用スキームを林業関係者で検討し、具現化による森林再生を
官民一体となって推進していく。
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施策名 森林の保全
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 D

Ｈ27 C

Ｈ27 A

[課題]
・水田整備をするためには、地域の合意形成が不可欠であり、安定した農業経営を行うためには、圃場整備を地域農業の将来展望する
機会と捉え、法人化等により安定した農業経営を図る必要がある。そのためには、低コスト施設や集約化に伴う機械の導入支援が今後も
必要である。
・中山間地域の課題としては、単独集落での共同活動が厳しい状況となっている。

[課題]
・素材生産から多様な木材利用の総合的取り組みを進める上で必要となる森林経営計画の策定面積が目標値を下回っており、計画策
定による様々なメリットが活用されていない状況にある。

[今後の方向性]
・森林経営計画の策定を促すためには、市の広報や森林組合独自の広報誌等により、策定による優位性や木材需要の現状について、
情報提供し、森林所有者の理解のもと実効性のある経営計画の策定を支援し、策定による計画的な森林施業を推進する。
・生産された素材を建築製材、合板製材、チップ材、燃料素材として供給するため、花巻市木材利用促進協議会を中心に県、市、森林
組合、チップ製造、建築・設計士会、建設業などの関係機関団体が情報交換等を積極的に行う。

4

施策名 木材供給体制の構築
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 D

[今後の方向性]
・今後も、低コスト施設や集約化に伴う機械の導入を進め、農業者等の経営基盤の確立を推進する。
また、消費者ニーズや消費者の信頼を得るため、作物の導入に係る施設整備に対する支援を行い、需要に対応した持続的な農業を推進する。
・中山間地域については、単独集落の活動から集落間の話し合いにより、集落間の共同活動等を推進し、農地の保全や周辺環境の保全に取り組む。
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施策名 生産基盤の整備
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 A

Ｈ27 A

[課題]
・集落営農組織の法人化への取組みは徐々に進んでいるが、法人化が遅れている組織に対する支援が必要。
・中山間地域等耕作条件不利地の農地集積が進んでいないため、農地集積を推進する支援が必要。

[今後の方向性]
・担い手への農地の集積を加速化させるため、人・農地プランと農地中間管理事業の周知と活用に向けた地域内の話し合いを推進す
る。
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施策名 担い手の育成
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 A

Ｈ27 A

[課題]
・担い手以外の振興作物生産者の高齢化等に伴い、振興作物の生産減少が懸念される。
・労働力の必要な振興作物（園芸作物）の推進方法。
・生産コストの削減。

[今後の方向性]
・担い手による振興作物の作付拡大とこれに伴う労働力確保に向け、担い手以外の農業者等の協力により農村維持に向けたコミュニ
ティの醸成、生産コストの低減などを図るため、農村居住者の連携による労働力を活用する仕組みの構築や支援、ＩＣＴの活用について
検討する。
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施策名 農業生産の支援
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ26 A
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